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東京大学からのお知らせ

　2011年、スタンフォード大の先生が授業
をネット公開したところ、16万人が閲覧し、
MOOCの力が示されました。オープンコース
ウェアは教育素材の開放でしたが、MOOCは
教育そのものの開放。映像で授業を行い、掲
示板でディスカッションをし、テストをして
修了証を発行するというのが基本の流れです。
　2012年には世界のトップ校がこぞって参
入。プラットフォームになったのが、スタン
フォード大の流れをくむベンチャー企業コー

セラと、ハーバード大・MITの流れをくむ
NPOのedX（エデックス）です。
　東大では、2013年度にコーセラで村山先
生と藤原先生の講義を配信し、8万人の受講
者と5000人の修了者を記録しました。つまり、
東大の全学生の2.8倍もの人が受講し、全留学
生より多い人が修了証を得たわけです。受講
生の年齢は8歳から92歳と幅広く、居住国数
は150カ国以上にのぼりました。
　授業は1回約90分程度ですが、ファイルは
10分程度で区切ってあります。先生が最初か
ら10分単位で解説しているので、隙間視聴も
しやすいわけ。掲示板では、基本的に受講生
が互いに教えあいますが、どうしてもわから
ない場合に専門分野のTA（ティーチング・ア
シスタント）がサポートする体制です。
　数万人を相手に授業をするのは教員冥利に

尽きます。藤原先生も、自分の言葉がアフリ
カの紛争地域の人に伝わるのを掲示板で実感
して感銘を受けていました。MOOCは教員に
とってもインスピレーションを得る体験にな
るはずです。
　2014年度、村山先生のコースでは有料修
了証の選択肢を追加します（39ドル）。無料修
了証では行わない本人認証を行います。顔写
真をパスポート写真と照合し、キーボードを
打つくせを解析して本人を確認する仕組み。
MOOC受講を研修とみなす場合もあり、有料
修了証の需要は大きいかもしれません。
　受講を通じて東大を進学先の候補に入れた
という声も多く聞かれました。今後は、海外
の受講者に東大の英語による教育プログラム
をアピールするような取組みも検討したいと
思っています。

東大の全学生の約3倍もの
人がすでに受講しています

Massive Open Online Courseを略してMOOC。国境を越えて世界に最先端の知を届ける方法として注目の取組みです。
日本では東京大学が先陣を切って始めたこの試みについて、今年度実施のコース内容と、現場を推進する先生の声とで紹介します。

山内祐平
情報学環 准教授

大規模公開オンライン講座 M
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OOCを始めています

ビッグバン以来宇宙がどのように進化したのかについて、暗黒物質、ヒッグズ
粒子、暗黒エネルギーなどの最新の研究成果を踏まえた授業を実施し、テスト
では選択問題と計算式の答を記入する問題を出題。2013年度開催時の掲示板
には「ありがとうプロフェッサー」「応援したいので寄附をするつもり」「村山
先生が着ていたIMPUのTシャツが買いたい」などの声も寄せられました。

コンピュータを使いやすくするユーザインタフェースの研究で知られる五十嵐
先生が、GUI、2Dペイント、3Dモデリング、CADなど、視覚的問題解決の強
力な武器となるツールの数々を紹介し実装のための洞察力とスキルを与えます。

戦争はどんなときに必要となるのか、権力移行と戦争、民主的な平和と民主的
な戦争、平和のための条件などのトピックを検討し、冷戦終結後の20年間で著
しい変遷を見せてきた平和と安全保障に関する基本的な問題を見極めようとす
るコース。2013年度には、まさに紛争が生じている最中のアフリカ諸国からも
多くの受講生が参加し、掲示板でのやりとりに熱が入っていたとか。

戦後の日本の歩みを報道写真やテレビや映画の映像で視覚化。Part1では「占
領」「天皇」「東京オリンピック」「新宿」の4つの側面から解説します（ハーバ
ード大、MITとの連携講座シリーズ“Visualizing Japan”の一環）。

　近年、世界の多くの大学がオープン•エデュ
ケーションに参加しています。たとえばMIT
では、ほぼ全ての授業が無償公開され、毎月

140万人が利用しています。MITの掲げる「新
しい知識を生み出し、広め、保存することに
全力を注ぎ、他の人々と協力して世界の大き
な問題に取り組む」というミッションは、以
前は主に基礎研究によって遂行されてきまし
たが、MOOCなどの展開により教育でも実行
できるようになりました。東京大学も、オー
プン•エデュケーションを通じて大学のミッシ
ョンを遂行する必要があります。たとえば、

教育の向上。MOOCを反転授業のような形で
教室での対面授業に活用することで、教育の
質を改善できます。学内向けのオンラインコ
ースは、MOOCに対してSPOC（Smal l 
Private Online Courses）と呼ばれ、海外で
急速に広がっています。オープン•エデュケー
ションの展開は、海外の優秀な留学生を東大
に呼び込むばかりでなく、東大の教育を向上
させるのに重要な役割を果たすはずです。

大学の教育にもつながる
オープン・エデュケーション
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